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探
し
も
の
を
求
め
て

堀さんの作品
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絵
本
が
大
好
き
な
三
井
田

千
絢
ち
ゃ
ん
は
、お
母
さ
ん
と

妹
の
杏
紗
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、

２
週
間
に
一
度
、図
書
館
を
訪

れ
ま
す
。夜
眠
り
に
つ
く
前

に
、お
父
さ
ん
に
絵
本
を
読
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
日
課
で
、こ

の
日
も
読
ん
で
も
ら
う
本
を

探
し
に
中
央
館
へ
や
っ
て
き
ま

し
た
。絵
本
に
囲
ま
れ
た
空
間

で
、の
び
の
び
と
お
気
に
入
り

の
絵
本
を
探
し
ま
す
。

千
絢
ち
ゃ
ん
が
今
夢
中
な

の
は
、絵
本「
ど
ん
ぐ
り
む
ら
」

シ
リ
ー
ズ（
著
者
な
か
や
み

わ
）。ど
ん
ぐ
り
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
た
ち
が
大
活
躍
す
る
心

温
ま
る
作
品
で
す
。

こ
の
日
も
、お
気
に
入
り
の

１
冊
を
見
つ
け
て
、図
書
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
。「
ピ
ッ
」と
、図
書

館
ス
タ
ッ
フ
が
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
込
ま
せ
る
の
を
真
似
し

て
、お
う
ち
で
も「
図
書
館
ご

っ
こ
」を
し
て
い
る
ん
だ
と
か
。

手
芸
に
短
歌
、数
独
に
読

書
・・・
。堀
た
ま
き
さ
ん
は

多
く
の
趣
味
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

今
年
の
春
、堀
さ
ん
は
図
書

館
の
良
さ
を
再
発
見
し
た
と

い
い
ま
す
。あ
る
日
、手
芸
の
デ

ザ
イ
ン
集
を
求
め
て
和
知
分
館

を
訪
れ
ま
し
た
。し
か
し
、探

し
て
い
る
本
は
無
く
、図
書
館

ス
タ
ッ
フ
に
相
談
。す
る
と
後

日
、４
冊
の
本
を
取
り
寄
せ
て

く
れ
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
の
ヒ

ン
ト
が
書
か
れ
た
本
の
お
か
げ

で
、堀
さ
ん
は
手
芸
を
さ
ら
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

図
書
館
に
は
、堀
さ
ん
の

ほ
か
に
、親
子
連
れ
も
き
て

い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が

本
に
親
し
め
る
よ
う
に
、図

書
館
ス
タ
ッ
フ
は
、折
り
紙

を
折
っ
て
飾
り
付
け
し
て
い

ま
し
た
。こ
の
空
間
に
あ
た

た
か
さ
を
感
じ
た
堀
さ
ん

は
、ス
タ
ッ
フ
に
宛
て
て
趣
味

の
短
歌
で
一
首
。

ピ
ア
ノ
と
そ
ろ
ば
ん
を
習

う
佳
夏
子
ち
ゃ
ん
、佳
子
ち
ゃ

ん
、里
佳
子
ち
ゃ
ん
の
３
姉
妹

は
、空
い
た
時
間
に
和
知
分
館

を
訪
れ
ま
す
。佳
夏
子
ち
ゃ
ん

と
佳
子
ち
ゃ
ん
は
伝
記
も
の

が
好
き
で
、和
知
分
館
に
あ
る

伝
記
も
の
は
ほ
と
ん
ど
読
み

終
え
、繰
り
返
し
読
ん
で
い
る

本
も
あ
る
ほ
ど
。

３
姉
妹
の
お
母
さ
ん
は「
静

か
な
場
所
な
の
で
、子
ど
も
た

ち
が
読
書
や
勉
強
を
し
て
過

ご
す
の
に
い
い
場
所
」と
安
心

し
た
様
子
で
す
。

図書館で過ごすわたしの時間
～本で心が笑顔に～

京丹波町図書館は、多くの町民の皆さんにご利用いただいています。

寝
る
前
の
絵
本
、

ど
れ
に
し
よ
っ
か
な

寝
る
前
の
絵
本
、

ど
れ
に
し
よ
っ
か
な

病
院
か
ら
遠
く
て
も
、こ
こ
が
落
ち
着
く

「
本
好
き
の 

子
ど
も

育
つ
に 

寄
り
添
う
と

　

小
さ
な
町
の 

図
書

館
の
司
書
」。

堀
さ
ん
は「
こ
こ
は
、気
軽

に
来
れ
て
、ス
タ
ッ
フ
と
も

楽
し
く
話
せ
る
場
。好
き
な

本
に
も
出
会
え
る
し
、余
生

が
充
実
す
る
場
で
す
」と
ほ

ほ
笑
み
ま
し
た
。

習
い
事
の
あ
い
ま
に

あ
ず  

さ

み    

い    

だ    

か    

な   

こ

か   

こ

り    

か   

こ

須
知
高
校
に
通
う
村
山
晴

美
さ
ん
は
学
校
帰
り
に
図
書

館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。「
静

か
で
落
ち
着
い
て
で
き
る
場

所
」と
村
山
さ
ん
。授
業
の
復

習
や
宿
題
を
し
た
り
、本
を
読

ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま

す
。こ
の
日
、読
ん
で
い
た
の

は
、京
丹
波
町
で
ロ
ケ
が
行
わ

れ
た
映
画「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ

ン
」の
小
説
。静
か
な
空
間
で

ひ
と
り
、物
語
の
世
界
へ
・・・

学
校
帰
り
に

ほ
り

特集　京丹波町に図書館誕生
～本とともにある 心豊かな暮らし～

中
央
館
で
借
り
た
本
を
持

っ
て
、こ
だ
ち
図
書
で
過
ご
す

藤
田
光
男
さ
ん
。

南
丹
市
に
あ
る
病
院
ま
で

家
族
を
送
り
届
け
、診
察
が

終
わ
る
ま
で
の
間
を
こ
だ
ち

図
書
で
過
ご
す
と
言
い
ま
す
。

「
綺
麗
で
落
ち
着
く
場
所
。こ

だ
ち
が
で
き
て
か
ら
何
度
も

来
て
い
ま
す
」と
藤
田
さ
ん
。

診
察
が
終
わ
っ
た
こ
と
を

知
ら
せ
る
連
絡
が
来
る
ま
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
元
に

置
き
な
が
ら
本
の
ペ
ー
ジ
を

め
く
り
ま
す
。

退
職
を
機
に
京
丹
波
町
へ

帰
っ
て
き
て
か
ら
15
年
。そ
の

間
、図
書
館（
当
時
の
図
書

室
）の
利
用
を
続
け
て
い
ま

す
。「
１
冊
か
ら
、私
の
知
ら
な

い
人
の
人
生
の
物
語
に
出
会

え
る
。た
く
さ
ん
読
め
ば
、た

く
さ
ん
の
経
験
を
味
わ
え
る

感
覚
」と
本
の
魅
力
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

ふ
じ  

た  

み
つ  

お

ち   

は
る

む
ら
や
ま 

は
る

み



京丹波町図書館は皆さんの
「知りたい」「楽しみたい」「学びたい」
「悩みを解決したい」を応援します

町内7カ所にあった公民館図書室が、「図書館」として再
編し、4月1日、看板の除幕式を行いました。
町内のどこでも同じ水準の図書サービスが受けられるよ

うにと、令和3年度に「京丹波町どこでも図書館構想」を掲
げ、令和3年11月に役場交流ラウンジ「こだち」に図書コー
ナーを設けました。以降、図書の貸出冊数、利用者数はとも
に2倍に増え、現在も右肩上がりです。

読める本が増えて、学習や研究の利用に便利に
京丹波町図書館は、国立国会図書館（東京都）と
連携を開始。国立国会図書館は、日本で出版された
すべての資料を収集、保存している図書館です。京
丹波町や京都府内にない資料があれば、国立国会
図書館からの取り寄せが可能になります。（今年夏
ごろを予定）

公民館図書室が図書館に生まれ変わりました図書館を使いこなそう

京丹波町図書館　大塚正広 館長より
いつでも、どこでも、だれもが自由に学べる場へ
図書室が図書館になってなにが変わった

複写サービスが利用できる
京丹波町図書館、京都府内の図書館に加え、国
立国会図書館の蔵書の複写が、可能になります
（中央館のみで手続き可能）。歴史的な資料や古
文書など、京丹波町図書館に所蔵していないもの
の複写物を受け取ることができ、資料の保護と利
用の両立が叶えられます。

図書だけじゃない
図書館資料のいろいろ
図書館には、話題の最新小説か
ら雑誌、書店では手に入らない
懐かしい広報紙や地元の古い文
献などの郷土資料があります。

イベントに参加する
中央館、分館それぞれで、定期的
にイベントを開催しています。

予約して借りる
図書館の本は、棚から選んで借
りるだけでなく、読みたい本を
事前予約できて、受け取りがス
ムーズ。予約は、窓口、専用web
サイト「ほんサーチ」、お電話で。

自分のタイミングで返却
借りた本は、図書館の玄関付
近に設置している「ブックポス
ト」へ返却できます。借りた図
書館と返却する図書館が異
なっていても構いません。
※ブックポストは、図書館が閉まっ
ているときにご利用ください。

ネットで蔵書検索・予約
専用webサイト「ほんサーチ」
で蔵書検索や貸出予約が可
能。また、京丹波町図書館にな
い本を取り寄せすることもでき
ます。

レファレンスを利用する
調べもののお手伝いをする「レ
ファレンス」。「どんな本を読め
ばよいかわからない」といった
悩みはもちろん、調査、研究に必
要な資料探しのときに、図書館
職員があらゆる資料のなかか
ら、適切なものをピックアップし
て提供します。お気軽に図書館
職員までお声がけください。
※レファレンスは無料です。

いこいの場として使う
地域コミュニティーの拠点として、憩いと交流の場、生涯学習の学びの
場として、図書館でお過ごしいただけます。本を読むも良し、なにか考え
ごとをするも良し、図書館で素敵な時間をお楽しみください。

地域の皆さまに、学びの場、交流の場として長年にわたって愛されてきた図書
室が、更なる機能の充実と町民サービス向上、読書環境の整備のもとに、新たに
図書館として開館しました。人は、その人生において、少なくとも自分の生き方に
何らかの示唆や影響を与える本との出会いがあるものです。その出会いの場を提
供することも図書館の大きな役割のひとつです。
社会状況は、日々デジタル化し、本にふれる機会が減ってきていますが、読書は
今でも人間の人格形成にとってきわめて重要な要素を含んでいます。また、豊か
な想像力、豊富な語彙力、多様な表現力など、子どもの頃から身につけたい力が
本には詰まっています。本を通じて好奇心が醸成され、次の学びへの誘いをもた

らすことで、読書経験が積み上げられます。読書を通じて、心豊かな暮らしをおくりましょう。
歴史好きの私のおすすめの本は、中央公論社の新書「明智光秀」福島克彦著です。光秀にか

かわる昨今の調査研究の成果を紹介しながら、戦国武将明智光秀を信長との関係から書かれ
ています。特に丹波地方の攻略など、京丹波町周辺の状況も知ることができ、物語としても楽し
める本です。著者の福島さんは大山崎町歴史資料館の館長もされており、面識もあり、須知城を
含めた山城にも造詣が深いことから教育委員会の社会教育事業にも支援を要望しています。ぜ
ひご一読ください。
今まで以上に、図書館ならではのサービスの展開や使いやすさを実感できるような図書館運
営に職員と共に尽力していきますので、ご支援・ご協力をお願いいたします。

本は紙袋や古封筒などに
入れて返してね

交流ラウンジ
移動図書館
質美
三ノ宮
梅田
桧山
和知
中央公民館
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「ほんサーチ」は　
こちら▶
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場　所　京丹波町中央公民館　2階
開館日　火～土曜日 午前9時～午後5時
※月曜日、祝日、年末年始、毎月最終木曜日は休館
℡82-0988

場　所　役場1階　交流ラウンジ内
開館日　火・水・金曜日 午前9時～午後7時

木・土・日曜日 午前9時～午後5時
※日曜日に限り、正午～午後1時は休館
※月曜日、祝日、年末年始、毎月最終木曜日は休館
℡82-3850

場　所　和知ふれあいセンター　1階
開館日　火～土曜日 午前10時～午後6時
※正午～午後1時は休館
※月曜日、祝日、年末年始、毎月最終木曜日は休館
℡84-2081

梅田、三ノ宮、質美公民館図書室は5月31日をもって閉所します。
6月以降は、「めばえ号」で図書館サービスを提供予定です。
また、運転免許証をもたない世帯の方むけに、戸別訪問を計画しています。

移動
図書
館車

「めば
え号
」

運行
中

京丹波産木材のぬく
もりを感じながら遊
べる「木育ひろば」が
あります

時代小説が
豊富にある図
書館です

電車が見える
図書館です

交流スペース、
こだちカフェが
一緒になった
施設です

場　所　山村開発センターみずほ　1階
開館日　火～土曜日 午前9時～午後5時
※正午～午後1時は休館
※月曜日、祝日、年末年始、毎月最終木曜日は休館
℡88-0506

0607｜NO.211

★=特集本 ☆=行事

「好きになってしまいました。」
三浦 しをん 著／大和書房

観葉植物を愛で、ときに虫たちや鳥
と戦い、大好きな靴を手入れし、本と漫
画に耽溺し、旅の宿ではテンション高
めのご亭主に完敗宣言。読み始めたら
止まらない抱腹絶倒のエッセイ集！
愛と笑いと妄想に満ちた、人気作家

の日常、ときどき非日常。

「もじゃもじゃドライブ！」
おくやま ゆか さく／福音館書店

ドライブしてたら、うちの
車に毛が生えた！車はかっ
てに走りだし、どこともしれ
ぬ山おくへ。そこへ「とととと
と」とあらわれたのは…。
ちょっと不思議でおかしく
て、心あたたまる物語。

★「ケロケロケロ　かえるの本」
☆「図書館ボランティア勉強会」
　6月14日（水）　午後1時30分～3時
事前申込制
申込：℡82-0988(82-0255に変更予定）　
☆「ちいさいこのおはなし会」
6月21日（水）　午前10時30分～11時
手遊び・紙芝居・絵本の読み聞かせなど

★「梅雨でも楽しもう　おうち時間」
　問：℡88-0506

中央館

瑞穂分館

★「チャレンジ！ものづくり」
☆「ものづくり体験ワールド  和菓子づくり」
　6月10日（土）
　①午後1時～ ②午後2時30分～
事前申込制　※上記参照
　申込：℡82-3850

★「さかながいっぱい」
☆「音読の会」
　6月27日（火）　午後1時30分～2時30分
どなたでもご参加いただけます。　事前申込制
申込：℡84-2081

こだち図書

和知分館

京丹波町図書館  6月の特集本＆行事

おすすめの本

5月25日(木)・6月29日(木)は、町内全ての図書館・分館において、蔵書整理等を行うため休館とします。

京丹波町図書館の中央館ではフロアを、知識・文
学・絵本の3つの部屋にゾーン分けしており、それぞれ
のスペースに閲覧席があります。木のぬくもりを感じ
る木育ひろばで絵
本を楽しんだり、
外の景色を眺めな
がらゆっくり過ご
していただけるカ
ウンター席も用意
しております。

 ものづくり体験ワールド「和菓子づくり」
日　時　6月10日(土)　1回目　午後1時～2時

2回目　午後2時30分～3時30分
場　所　役場　防災会議室
内　容　プロの職人（ものづくりマイスター）による

和菓子づくり体験
対　象　小学生（3年生以下は保護者同伴が必要）
定　員　各回先着30人　事前申込制
申　込　こだち図書　 ℡82-3850

（役場1階
交流ラウンジ内）

（京丹波町
中央公民館2階）

（山村開発センター
みずほ1階）

（和知ふれあい
センター1階）

ホ
オ
ズ
キ
く
ん
の
オ
バ
ケ

事
件
簿
1
〜
5

富
安 

陽
子 

作
／
ポ
プ
ラ
社

親
子
で
変
わ
る
！

朝
が
得
意
に
な
る
ス
ゴ
い
習
慣

い
で 

あ
い 

著
／

メ
イ
ツ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

深
堀
り
野
菜
づ
く
り
読
本

白
木 

己
歳 

著
／

農
山
漁
村
文
化
協
会

養
老
先
生
、再
び
病
院
へ
行
く

養
老 

孟
司 

著
／
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

捨
て
る
も
の
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を

つ
く
る

山
上 

浩
明 

著 

／
あ
さ
出
版

が
ら
ん
ど
う

 

　
大
谷 

朝
子 

著
／
集
英
社

ほ
か
に
も
続
々
入
荷
中

新しい本
た
ん
ぼ
の
に
ん
じ
ゃ

あ
ま
が
え
る　
　谷

本 

雄
治 

文
／

サ
ト
ウ 

マ
サ
ノ
リ 

絵
／
文
溪
社

中央館 こだち図書

瑞穂分館 和知分館

京丹波町図書館

特集　京丹波町に図書館誕生～本とともにある 心豊かな暮らし～



京丹波町にお住いの皆さんが健やかに幸せに「健幸」で暮らせるように・・・。
国保京丹波町病院では、病気になる前の「予防医療」を大切に
病気を患ってからもその人なりに幸せに暮らせるよう「地域包括ケアシステム」を
充実し町民一人ひとりの健幸Wellness―ウェルネス―を目指しています。

す必要があります。
このように喘息の治療も進歩しているの
で、3週間を超えても咳が続く場合は、喘息
の可能性がありますので一度受診しましょ
う。すでに喘息と診断された方はしっかり
と吸入薬を続けてください。

春は花粉の影響や季節の変わり目ということもあり、咳
で悩まれる患者さんが多くなります。咳はその持続時間に
よって、大まかに3週間以内の急性咳嗽と、3週間以上持続
する慢性咳嗽に分けられます。3週間未満のものの多くは
ウイルス感染によるもので、基本的には時間とともに軽快
します。しかし、鼻水やのどの痛みが軽快しても咳だけがし
つこく残ってしまうことも多く、特にコロナウイルスに感染
した後に多い印象があります。
3週間以上咳が続き、①1年の中でひどい時と軽い時が

ある②1日の中で症状が変動する③花粉やペットで咳がひ
どくなる、こういう場合は喘息を疑います。
喘息は初期のころは何もしなくても自然と軽快すること

が多いですが、他の疾患と同じく早期の治療が望ましいで
す。また、すでに喘息と診断されている方は、毎日確実に吸
入薬を続けることが非常に重要です。現在、喘息治療の発
展は目覚ましく、吸入薬もさまざまなものが出てきていま
す。吸入薬や内服薬をきちんと使用しても発作を起こして
しまうような重症喘息に対しては注射薬が用いられます。
ただし高額な薬でもあり、全ての人に使用できるわけでは
なく、呼吸器内科専門医の判断のもと一定の条件を満た

令和2年1月から感染拡大が始まった新型コロナ
ウイルス感染症は「感染症の予防及び感染症の患者
に対する医療に関する法律」において「2類相当」と
され、令和5年5月7日まで陽性患者の外出制限措置
や、限られた医療機関のみで入院・治療をしてきまし
た。しかし、令和5年5月8日からはこの位置づけが、
季節性インフルエンザなどと同様の「5類」に引き下
げられ、幅広い医療機関での入院・治療が可能にな
るなど、対応が変わったことは皆さまもご存じのこ
とと思います。
一度は落ち着いてきた感染者数も再び増え始め

ているようです。季節性インフルエンザなどと同様の
類型とはいっても、まだまだ未知のウイルスであるこ
とは確かであることから、京丹波町病院における感
染防止対策は気を緩めずに、これまで通り変わるこ
となく続けていくこととしています。
マスクの着用は個人の判断に委ねられることとな

りましたが、医療機関は不特定多数の方が外来受診
や入院をされておられますので、ご来院の際は「うつ
らない・うつさない」ために、是非とも引続きマスク
着用のご協力をお願いいたします。
問：国保京丹波町病院　℡86－0220

Wellnessコラム

若葉の繁る5月となりました。気候も良くなり、コロ
ナ感染症も第5類へと移行され、皆さんの活動範囲も
いろいろと広がっていることと思います。コロナ感染
症ともうまく付き合いながら新しい生活様式をと政
府も発していますが、重症化予防としてはやはりワク
チン接種が一番です。
今年、春夏シーズンは高齢者と基礎疾患のある方

を対象に、秋冬シーズンは更に幅広い年代に対してワ
クチン接種が予定されています。京丹波町は集団接
種として6月、7月の週末に、そして国保京丹波町病院
も同時期の平日にワクチン接種を予定しています。
この機会を逃さず、できるだけ多くの方が接種して
いただけましたらと思っています。

かき     た               ひで    はる

垣田　秀治院長

病 院 紹 介

院 長 先 生 の

山本 航平　医師 
やま  もと       こう  へい

い き い き 健 康 術

マスク着用にご協力を

国保京丹波町病院
月曜日、水曜日の総合内科、
和知診療所　火曜日の総合内科　担当

咳が気になっていませんか？

きゅうせい がい そう

まん せい がい そう
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～健幸～生き活きウェルネスコーナー

けん こう



長
谷
川　

博
文（
再
任
）

野
間　

広
和　
（
再
任
）

岡
本　

英
子　
（
新
任
）

岡
本　

佐
登
美（
退
任
）

樋
口　

八
重
子（
ハ
イ
ツ
１
〜
８
班
）
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新
し
い
年
度
を
迎
え
、町
内
の
役
員
、

委
員
を
変
更
し
、新
た
な
体
制
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

【
安
井
】太
田　

創
一

【
富
田
】森
田　

保

【
豊
田
】横
屋　

勉

【
上
豊
田
】山
田　

正
雄

【
実
勢
】湊　

和
之

【
下
山
】稲
葉　

菊
次

【
白
土
】谷
口　

洋
二

【
尾
長
野
】寺
井　

敏
行

【
蕨
】山
根　

義
則

【
黒
瀬
】稲
葉　

充

【
駅
前
】藤
井　

隆

【
知
野
辺
】上
仲　

眞
澄

【
下
新
田
】谷
口　

公
平

【
上
新
田
】大
嶋　

昭
治

【
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
】赤
﨑　

壽
博

  

瑞
穂
地
区

【
中
台
】谷
山　

憲
一

【
橋
爪
】太
田　

久
善

【
和
田
】智
山　

相
文

【
井
脇
】上
西　

悟

【
大
朴
】貞
守　

敏
朗

【
井
尻
】中
村　

弘
司

【
八
田
】田
中　

伊
久
夫

【
小
野
】辰　

秀
雄

【
長
谷
】大
嶋　

正
作

【
坂
井
】上
田　

克
美

【
水
原
】軽
野　

豊
一

【
上
大
久
保
】谷
掛　

博

【
下
大
久
保
】西
山　

邦
男

【
鎌
谷
下
】田
村　

康
文

【
鎌
谷
中
】田
中　

耕
次

【
鎌
谷
奥
】上
田　

辰
雄

【
東
又
】輕
尾　

孝

【
保
井
谷
】山
内　

和
浩

【
粟
野
】的
場　

正
明

【
妙
楽
寺
】上
田　

真
二

【
水
呑
】上
田　

道
男

【
三
ノ
宮
】西
山　

美
之

【
質
志
】岡
花　

輝
男

【
戸
津
川
】後
藤　

哲
雄

【
猪
鼻
】梅
垣　

正
明

【
行
佛
】上
田　

大
輔

【
中
村
】谷　

清
文

【
庄
ノ
路
】林　

喜
昭

【
和
田
】上
林　

一
弘

【
上
野
】岩
嵜　

秀
司

【
下
村
】室　

正
男

【
北
久
保
】山
内　

定
夫

  

和
知
地
区

【
中
山
】松
下　

義
行

【
升
谷
】出
野　

範
夫

【
市
場
】前
林　

斉

【
大
倉
】池
田　

建
夫

【
篠
原
】藤
本　

竜
二

【
大
迫
】堀　

廣
巳

【
長
瀬
】山
口　

好
信

【
塩
谷
】松
下　

幸
広

【
上
乙
見
】児
島　

清

  

丹
波
地
区

【
笹
尾
】瀧
村　

公
彦

【
中
畑
】今
西　

宏

【
辻
村
】横
山　

功
一

【
中
村
】由
良　

晃
一

【
下
村
】山
田　

進

【
鎌
倉
】野
田　

正

【
西
階
】原
澤　

敏

【
水
戸
】西
垣　

徳
彦

【
新
水
戸
】徳
島　

環

【
須
知
】井
㞍
　
治
雄

【
市
森
】田
端　

嘉
秀

【
上
野
】樹
山　

静
雄

【
蒲
生
】田
端　

耕
喜

【
蒲
生
野
】田
中　

敏
夫

【
曽
根
】太
田　

保
夫

【
院
内
】中
野　

肇

【
幸
野
】本
多　

健

【
森
】西
堀　

志
伸

【
塩
田
谷
】武
内　

務

【
下
乙
見
】澤
田　

貴
史

【
西
河
内
】奥
戸　

俊
寿

【
下
粟
野
】榎
本　

貢

【
細
谷
】元
井
　
陽
一

【
上
粟
野
】石
川　

雄
二

【
仏
主
】三
嶋　

浩

【
本
庄
】堀　

郁
太
郎

【
坂
原
】野
間　

重
喜

【
中
】片
山　

貴
之

【
角
】江
本　

知
朗

【
広
瀬
】片
山　

明
彦

【
才
原
】小
林　

雄

【
大
簾
】才
村　

康
則

【
広
野
】西
村　

祐
二

【
出
野
】三
浦　

幹
三

【
稲
次
】下
村　

聡

【
安
栖
里
】森
　
繁
良

【
小
畑
】山
根　

勇
次

区
　
長

■
区
長
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す

行
政
相
談
委
員

民
生
児
童
委
員

交
通
指
導
員

食
生
活
改
善
推
進
員

  

退
団
者

瀧
村　

英
治
・
金
延　

英
樹

牧
野　

寿
雄
・
藤
原　

祐
輔

古
林　

達
也
・
野
口　

尊
正

軽
尾　

紳
也
・
藤
田　

智
一

中
井　

悠
貴
・
齊
藤　

祐
介

松
本　

智
裕
・
森
山　

豊

小
山　

一
也
・
篠
塚　

淳

谷
口　

公
平
・
藤
田　

健
吾

平
田　

学
・
藤
原　

功

豊
嶋　

浩
史
・
古
川　

修

松
村　

英
樹
・
伴
田　

兼
一

谷
掛　

博
・
細
川　

靖
尚

山
田　

友
裕
・
上
原　

義
也

大
筆　

弘
至
・
金
子　

美
晴

中
尾　

達
也
・
松
下　

幸
広

宇
野　

貴
哉
・
山
根　

勇
次

小
林　

淳
信
・
原
田　

宏

小
坂　

泰
地
・
樋
口　

一
彦

消
防
団

  

新
入
団
員

【
丹
波
支
団
】

野
口　

翼
・
平
井　

幹
十
郎

村
瀬　

智
一
・
寺
田　

英
人

【
瑞
穂
支
団
】

田
畑　

光
樹
・
杉
山　

太
一

福
島　

大
輝
・
𠮷
見　

有
貴

高
橋　

正
輝

【
和
知
支
団
】

𠮷
本　

悠
太
・
山
口　

大
地

今
岡　

新
汰 人

の
動
き

丹波地区

瑞穂地区

和知地区

【
笹
尾
】新
里　

明
日
子

【
中
村
】山
本　

浩
生

【
新
水
戸
】雨
夜　

直
美

【
須
知
】平
尾　

隆
幸

岡　

秀
樹

【
蒲
生
野
】三
嶋　

さ
お
り 

【
曽
根
】田
尻　

穂

【
安
井
】村
山　

裕
信

【
富
田
】三
島　

喜
来

【
豊
田
】上
田　

英
之

【
上
豊
田
】上
田　

真
一

【
実
勢
】湊　

昭
仁

【
白
土
】荻
野　

雅
則

【
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
】川
合　

芳
章

【
井
脇
】梅
垣　

晋

【
大
朴
】松
村　

悟

【
坂
井
】上
田　

克
美

【
鎌
谷
奥
】石
田　

信
彦

【
粟
野
】岼　

建
三

【
猪
鼻
】坂
本　

誠

【
質
美
下
村
】矢
田　

利
雄 

【
庄
ノ
路
】林　

龍
之
介

【
下
粟
野
】村
岸　

豊

【
上
乙
見
】竹
内　

裕
子

【
中
山
】松
下　

浩
明

【
本
庄
】梅
村　

達
也

【
安
栖
里
】片
山　

茂
雄

【
広
野
】舞
谷　

紀
之

田
村　

明
子（
会
長
）

小
森　

眞
知
子（
副
会
長
）

片
山　

加
代
子（
副
会
長
）

谷
口　

律
子（
会
計
）

山
内　

和
子（
庶
務
）

奥
戸　

久
美
子（
庶
務
）

新
し
く
お
世
話
に
な
る
皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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教
職
員
の
異
動

※

敬
称
略
。

  【
転
入
な
ど
】（
　
）は
前
任
校
等

﹇
丹
波
ひ
か
り
小
学
校
﹈

　
　
教
　
　
頭
　
中
井
　
典
宏（
瑞
穂
小
学
校
）

﹇
瑞
穂
小
学
校
﹈

　
　
教
　
　
頭
　
㮈
本
　
純
子（
南
丹
教
育
局
）

　
　
教
　
　
諭
　
片
井
　
敬（
南
丹
教
育
局
）

　
　
教
　
　
諭
　
湯
浅
　
わ
か
な（
和
知
小
学
校
）

　
　
教
　
　
諭
　
下
野
　
佳
代（
和
知
小
学
校
）

　
　
教
　
　
諭
　
福
嶋
　
瑞
葉（
新
規
採
用
）

　
　
養
護
教
諭
　
西
田
　
真
理（
新
規
採
用
）

﹇
和
知
小
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
廣
田
　
朋
美（
長
岡
京
市
立
長
岡
第
八
小
学
校
）

　
　
教
　
　
諭
　
山
野
　
俊
一
朗（
新
規
採
用
）

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
西
河
　
恒
平（
舞
鶴
市
立
白
糸
中
学
校
）

　
　
教
　
　
諭
　
玉
城
　
光（
新
規
採
用
）

﹇
和
知
中
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
佐
々
江
　
和
浩（
再
任
用
）

　
　
事
務
職
員
　
村
上
　
真
弓（
新
規
採
用
）

  【
転
出
】（
　
）は
転
出
先

﹇
竹
野
小
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
村
田
　
大
樹（
南
丹
市
立
美
山
小
学
校
）

﹇
丹
波
ひ
か
り
小
学
校
﹈

　
　
教
　
　
頭
　
岡
村
　
貴
之（
教
職
員
支
援
機
構
）

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
平
井
　
真
奈（
南
丹
市
立
八
木
中
学
校
）

　
　
教
　
　
諭
　
三
觜
　
泰
弘（
南
丹
教
育
局
）

　
　
教
　
　
諭
　
松
村
　
拓（
府
I
C
T
教
育
推
進
課
）

﹇
和
知
中
学
校
﹈

　
　
事
務
職
員
　
杉
原
　
有
加
莉（
長
岡
京
市
立
長
岡
第
十
小
学
校
）

  

退
　
職

﹇
瑞
穂
小
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
吉
川
　
和
仁

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
岩
本
　
浩
之

﹇
和
知
中
学
校
﹈

　
　
教
　
　
諭
　
佐
々
江
　
和
浩

京
丹
波
町
の
教
育
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
や
転
入
な
ど
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
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CONGRATULATIONS

長
年
に
わ
た
り
、京
丹
波
町
消
防
団
の
団
長
と
し
て
地
域
防

災
の
た
め
尽
力
さ
れ
て
い
る
栗
林
英
治
さ
ん
が
、消
防
庁
長
官

表
彰
の
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

栗
林
団
長
は
、平
成
30
年
４
月
か
ら
町
消
防
団
の
団
長
と
し

て
、消
防
団
員
の
育
成
指
導
や
消
防
技
術
の
向
上
に
努
め
ら

れ
、こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
畠
中
源
一
町
長
か
ら
章
記
が
伝
達
さ
れ
、栗
林
さ

ん
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
や
団
員
、家
族

に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
、こ
の
章
を
い
た
だ
け
た
。こ
れ
か
ら
も

一
層
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」と
喜
び
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】　

永
年
勤
続
功
労
賞
章  

太
田
康
之
（
副
団
長
）／
古
宮

幸
憲
（
副
団
長
）／
出
野
文
隆
（
分
団
長
）／
津
田
勝
二

（
副
分
団
長
）／
山
内
善
史
（
副
分
団
長
）

【
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

精
績
章　

塩
田
智
之（
支
団
長
）／
中
野　

洋（
支
団
長
）

勤
続
章　

山
本　

守
（
団
員
）／
古
林
達
也
（
同
）／

木
戸　

孝
（
同
）／
松
村
英
樹
（
同
）／
伴
田
兼
一（
同
）

／
谷
掛　

博（
同
）／
津
田
康
裕（
同
）／
山
内
利
幸（
同
）

／
金
子
美
晴（
同
）／
竹
内
知
広（
同
）／
藤
本
竜
二（
同
）

／
川
邉
智
行（
同
）／
佐
藤
博
巳（
同
）／
村
上
康
司（
同
）

／
木
下
信
幸（
同
）／
野
間
智
樹（
同
）／
片
山
貴
之（
同
）

／
片
山
敏
宜
（
同
）／
堀　

正
樹
（
同
）

※

階
級
は
表
彰
時
点
の
も
の
で
す
。　※

敬
称
略
。

表　彰

栗
林
英
治
団
長
　
消
防
庁
長
官
表
彰
受
章

旧
瑞
穂
町
議
会
の
議
員
を
３
期
12
年
間
務
め
た
辻
哲

雄
さ
ん
に
高
齢
者
叙
勲
の
旭
日
単
光
章
が
伝
達
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

辻
さ
ん
は
、昭
和
58
年
４
月
に
瑞
穂
町
議
会
議
員
選

挙
に
当
選
。以
来
、平
成
７
年
４
月
ま
で
の
12
年
間
に
わ

た
り
、地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
56
年
９
月
か
ら
平
成
元
年
８
月
ま
で
は
、船
井
郡

瑞
穂
町
土
地
改
良
区
監
事
と
し
て
、農
業
生
産
の
た
め
の

基
盤
整
備
を
行
い
、生
産
性
の
向
上
、農
業
生
産
の
選
択
的

拡
大
、農
業
構
造
の
改
善
に
も
手
腕
を
ふ
る
わ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
は
、各
分
野
に
お
け
る
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
方
へ
授
与
さ
れ
る
も
の
。辻
さ
ん
は
「
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
光
栄
で
す
」と
受
章
を
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

表　彰

町
議
時
代
に
顕
著
な
功
績

辻
哲
雄
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

表彰状を手にする辻さん

つ
じ 

て
つ

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

く
り
ば
や
し
ひ
で
は
る

は
た
け
な
か
げ
ん
い
ち

お

4月1日に役場で開催された町消
防団入退団式および役員任命式
において、消防庁長官表彰の表
彰状伝達や、日ごろの消防活動
に功績のあった消防団員などの
表彰が行われました。

栗林団長（前列、右から２番目）と
共に受章を喜ぶ団員ら
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ファッションにも

サスティナブルな習慣を取り入れましょう！

くら し の ガ イ ド

家庭から手放される衣服は年間75万トンもあります。そのうちリユース・リサイクルされる
割合は三分の一、残りの約50万トンはごみとして処分されます。処分される衣服が全て回収さ
れ、有効利用された場合、最大で年間約2,500万トンのCO₂排出量が削減できます。環境にや
さしいサスティナブル（持続可能）な習慣をファッションにも取り入れていきましょう。私たち
が環境のためにできる行動のヒントをいくつか紹介します。

京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。
消費生活に関する連絡・相談先　※メールでの相談はお受けしていません。
京丹波町消費生活相談窓口
℡：0771－82－3803　相談日：水・木曜日

南丹市商工課内
℡：0771－68－0100　相談日：月・火・金曜日

一人で悩まずに
気軽に相談
してください。

南丹市の相談窓口も
利用していただけます。

『消費生活相談窓口』

15｜NO.211

１
・本当にその服が必要か、同じような服を持っていないかもう一度よく考える。
・流行に左右されない縫製や生地のしっかりした長く着ることができるものを買う。
・引き取り手が見つかるかなど処分するときのことも考える。
・人や環境に配慮した会社、ブランドの服を選ぶ。
・受注生産のものを選ぶ。（廃棄量の削減につながります。）
・バザーやフリーマーケットで古着を買う。
・何回も着る機会のないものはレンタルサービスを利用する。
・メーカーの売れ残り在庫販売での購入を考える。

服を選ぶときのヒント

2
・素材に適したお手入れや洗濯を心掛け、大事に使って長持ちさせる。
・合成繊維の洗濯時のマイクロプラスチック流出に気をつける。
・お直しやリペアで長く着られるようにする。
・家族や友人同士で着まわす。

日々のお手入れなどのヒント

4
・自宅のクローゼットを確認して、不要な服は定期的に整理（処分やリサイクルなど）する。

その他のヒント

3 服を処分するときのヒント
・買取店、バザー、フリーマーケットを活用する。
・店などでの古着の回収サービスを利用する。
・寄付を受け付けている団体や施設を探して寄付する。
・小物や違う服などに生まれ変わらせるリメイクを楽しむ。
・どうしても使い道のない場合は資源回収に出す。
★不要となった衣類は、船井郡衛生管理組合へ無料で持ち込むことができます。
  （京丹波町分として年間約2トンがリサイクルされています。）

Kansai
University

Series 29
っほ と安心　　 便り

京丹波町の「安全・安心まちづくり」を支援している
関西大学社会安全学部の取り組みを随時お伝えします。

楽しく、元気にからだを動かしなが
ら、災害が起きた時の「身構え」を覚
えることができる、シリーズ「ぼうさ
い体操」。これまでに、地震編と火事
編をお送りしてきました。
そしていま、新しい内容として、

「京丹波オリジナル・土砂災害編」を
開発中です。大雨の季節までには　
公開する予定です。ぜひ、自主放送
チャンネルなどで、ご確認ください。

ぼうさい体操シリーズが、いま進化中～！

土砂災害に備えるために、大学生も勉強中！

地盤工学が専門の
小山ゼミと、

情報学が専門の近
藤ゼミで、

京丹波プロジェクト
合同勉強会を開催

しました。

テーマは、「土砂災害警戒情報に関する基礎知識」。
実は、京丹波町役場からも、
駆けつけてくださっています。

乞うご期待！

白熱教
室！ 入門編と言いながらも、かなり難しいことを学びました。「スネーク曲線」の理解が、最大の難関です！スネークとは「へび」のこと。へびのように、ヘビーです ^o^/
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税・案内

【京丹波町病院】℡86－0220

【京丹波町病院質美診療所】℡86－0586

※都合により担当医師が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

○受付時間：（初診）午前8時30分～午前11時30分　（再診）午前7時～午前11時30分
○診察時間：午前9時～（午後の内科予約診察、皮膚科、第2火曜日の精神神経科は以下のとおり）
○内科予約診察（午後）診察時間：午後1時～
○皮膚科（第1・第3木曜日）受付時間：午後1時～3時30分　診察時間：午後2時45分～
○精神神経科（物忘れ外来）（第2火曜日）受付時間：午後1時～午後2時30分　診察時間：午後1時30分～
○小児科予防接種（予約制）診察時間：金曜日（午後1時～）、土曜日（午前10時～午前11時）
○急患の場合、必ず事前の連絡をお願いします。

○診察日は、毎週月曜日の午後です。 ○受付時間：午後1時～3時30分 ○診察時間：午後1時30分～4時

○診察時間：午前9時～正午／午後1時～4時30分
○予約での診察になりますので、事前に電話連絡をお願いします（急患の場合も含む）。

山本航平
（総合内科）

第2土曜日
中嶋　諒（総合内科）中嶋　諒

（総合内科）
山本航平
（総合内科） 横井大祐

（府立医大北部医療
センター/総合内科）

坂上　雄
（府立医大／循環器）

井上弘之
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

垣田秀治
（総合内科）

第4土曜日
山本航平（総合内科）
第4土曜日
垣田秀治

（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

竹浦信明
（府立医大）

北村一将
（府立医大）

井上弘之
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

祖父江秀晃
（府立医大/
内分泌・膠原病）

担当医 担当医 担当医

北村一将
（府立医大）

生嶋　諒
（府立医大）

西本草太
（府立医大）

北村一将
（府立医大）

（午後1時ー3時）
第1木曜日
大西友理
第3木曜日
大下彰史

第2火曜日
石川雅裕

（午後1時30分ー3時30分）

精神神経科
（物忘れ外来）

（第2火曜日・第2土曜日）

小児科予防接種
（予約制）

小児科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

皮膚科
（第１・第３木曜日）

整形外科

外科

予約診察
（午後）

予約診察
（午前）

一般外来

内
　
科

垣田秀治
（総合内科）

林  靖彦
（総合内科）

前田武昌
（消化器）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
医　　師

小藤和孝
（明治国際医大）

北村一将
（府立医大）

第2・第4土曜日
竹下直樹
（府立医大）

第2土曜日
石川雅裕

（午前9時ー終了時）

第2・第4土曜日
竹下直樹（府立医大）
（午前10時ー11時）

院長＝垣田秀治

所長＝北村一将

北村一将

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

歯　科 担当医 担当医

土曜日

担当医三浦博人 三浦博人
濵岡秀樹

【京丹波町病院和知診療所】℡84－1112

○受付時間：午前8時30分～11時30分(受付順番表は午前7時から記入可）
○診察開始時間：午前9時～（毎週月曜日の夜間診察、火曜日午前外科の診療時間は上記表記載のとおり）
○夜間診察（内科）の受付時間：午後3時～6時30分（毎週月曜日（祝日を除く））

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内科
（午前）

所長＝庄林　智

庄林　智
（外科一般）

前田武昌
（外科一般）

（午前10時-終了時）

林　大智
(明治国際/
整形外科）

山本航平
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

花谷望都子
（府立医大/
内分泌・膠原病）

内科
（夜間診察）

外科・整形外科
(午前）

吉岡聖将
（府立医大/
内分泌・膠原病）

担当医
（午後5時30分-終了時）

担当医

【京丹波町病院和知歯科診療所】℡84－1154 所長＝三浦博人

濵岡秀樹

各施設の敷地内は全面禁煙となっております。ご理解とご協力をお願いいたします。

お知らせ版広報
京丹波

可燃ごみ(生ごみ)収集日
1日（木）、5日（月）、8日（木）、12日（月）、15日（木）、19（月）、22日（木）、26日（月）、29日（木）

丹波地区1
丹波地区2
丹波地区3
丹波地区4
瑞穂地区1
瑞穂地区2
瑞穂地区3
瑞穂地区4
和知地区1
和知地区2
和知地区3

ビニール類
ペットボトル

紙パック／雑がみ
ダンボール／新聞・雑誌

ビン／ガラス
陶磁器類／電池

金属／家電
アルミ／粗大ごみ

有害ごみ／蛍光灯
鏡ほか

1日（木） 16日（金） 21日（水） 8日（木）

6日（火） 20日（火） 28日（水） 9日（金）

1日（木） 16日（金） 21日（水） 6日（火）

6日（火） 20日（火） 28日（水） 2日（金） ̶

̶

5日（月）

6日（火）
8日（木）

1日（木）
9日（金）

12日（月）
13日（火）

15日（木）

町立医療施設の診療体制

6月のごみ収集日のご案内　̶ 混ぜればごみ 分ければ資源 資源を大切に ̶

町税などの納期限 5月31日（水）

●固定資産税（第1期分）

　問：税務課　℡82－3802

●国民健康保険税（普通徴収・第2期）

　問：税務課　℡82－3802

●水道使用料（4月使用分）
●下水道使用料（4月使用分）

　問：上下水道課　℡83－9105

町税などの納付は納期限までに済ま
せましょう。納期限を過ぎると、督促手数
料および延滞金が加算されます。なお、
未納の税で納期限から一定期間経過し
たものは、広域連合「京都地方税機構」で
徴収業務を行います。

・ 収集日当日の午前8時30分までに指定の集積場へ出してください。
・ 丹波地区4と5が統一となりました。グリーンハイツ、下山全域が丹波地区4となります。
・ 新たに、新聞・雑誌も出すことができるようになりました。

ごみは分別して正しく出しましょう

廃棄物を適正に処理せず、みだりに道路や山林、空
き地など（自分の占有地、管理地を含む）に捨てたり
埋めたり焼却したりする行為（不法投棄）は、法律で
禁止されており、５年以下の懲役もしくは１千万円以
下の罰金に処され、またはこれを併科されます（法人
の場合は、３億円以下の罰金）。
また、通常のごみを出す場合でも、故意に分別しな

かったり、対象とならないごみを出す行為は、不法投
棄となる場合があります。
不法投棄（ポイ捨て）をすることにより、地域の景

観を損なうだけでなく、さらなる不法投棄を誘発した
り、土壌や地下水、河川が汚染されるなどの環境問題
につながります。
ごみは、分別して決められた日に決められた場所

へ出しましょう。
※自分の土地にごみなどを不法投棄された場合は、最
終的には土地所有者自らの責任で適正に処理しなけ
ればなりません。日頃から土地の草刈りや周囲に柵を
設置するなど、ごみを捨てられない環境を作ることが
大切です。

　問：船井郡衛生管理組合
℡0771－42－3425
住民課　℡82－3803
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平日の日中に来庁が困難な方は、この機会をご利
用ください。
●窓口開設日（いずれも木曜日）
住 民 課　5月18日、6月1日、15日
瑞穂支所　6月8日
和知支所　5月25日

※毎月第1木曜日と第3木曜日に住民課で、第2木曜日に瑞
穂支所で、第4木曜日に和知支所で開設します。ただし、
祝日および年末年始は除きます。

●開設時間　午後5時30分～午後7時
●取扱内容　マイナンバーカード交付

証明書交付（住民票の写し、住民票記
載事項証明書、印鑑登録証明書）
印鑑登録

※原則予約不要。ただし、マイナンバーカード交付通知
書（はがき）に記載の交付場所と異なる窓口でのカー
ド交付を希望される方は、開設日の前々日（閉庁日除
く）までに予約してください。
※マイナンバ－カード交付申請サポートは行なっていま
せん。申請サポートを希望される方は、平日の開庁時
間内（午前8時30分～午後5時15分）に住民課または
各支所へお越しください。

※マイナンバーカードに格納されている電子証明書の更
新や、暗証番号の初期化はできません。

※広域交付住民票、戸籍関係、税関係の証明書などは発
行できません。

※転入・転出などの住民異動届、健康保険の届出、町税
の納付などはできません。

問・予約：住 民 課　℡82－3803
瑞穂支所　℡86－0150
和知支所　℡84－0200

マイナンバーカード等交付
夜間窓口の開設

木造住宅の耐震工事の助成

お近くの金融機関、郵便局またはコンビニエンスス
トアで納期限までに納めてください。
スマートフォンやタブレット端末を用いたキャッ

シュレス納付（決済アプリ、クレジットカード、ネットバ
ンキング、ペイジーによる納付）も可能です。詳しくは、
納税通知書に同封の案内チラシをご覧ください。
納税通知書が届いていない場合は、下記へご連絡

ください。

問：府南丹広域振興局税務課
℡0771－22－0330　℻0771－22－0415

自動車税（種別割）の納期限は
5月31日（水）です

　住宅用火災警報器は、大切な命を火災から守ります。
園部消防署では6月1日を「住宅用火災警報器の日」
と定め、設置推進と維持管理などについて、次のこ
とをお願いしています。
・住宅用火災警報器をまだ設置されていないご家庭
は、大切な命を火災から守るため、必ず設置してく
ださい。
・住宅用火災警報器は、寝室、台所、階段（寝室が２階
以上にある場合）に必ず設置してください。
・既に設置されているご家庭は、点検ボタンまたは
点検ヒモで作動テストを行い、維持管理に努めま
しょう。
・住宅用火災警報器は、古くなると電池や内蔵電子部
品の劣化のため、火災を感知しない恐れがありま
す。設置後約10年を目安に、電池または本体を交換
してください。

問：園部消防署　予防課予防係
℡0771－62－0119

住宅用火災警報器の設置を

住宅用火災警報器は、寝室、台所、階段
（寝室が２階以上にある場合）に

必ず設置しましょう

要介護状態になるおそれのある高齢の方が、自宅
で生活しやすくし、転倒事故を防止するための住宅改
修費用を補助します。工事着工前に申請する必要があ
りますので注意してください。
●対象工事
手すりの取り付け／段差の解消／滑り防止と移動
を円滑にするための床材変更／引き戸などへの扉
の取り替え／洋式便器への取り替え／その他改修
に伴い必要となる工事
●対象者（①～③すべてに該当する方）
　①町内に住所がある６５歳以上の在宅の方
　②前年度住民税が非課税の世帯に属する方
　③要介護認定または要支援認定を受けていない
が、近い将来認定を受ける必要がある方
●補助金額　
　改修費用の3分の2。上限額は16万円（ただし、予
算範囲内での交付）

※他にも条件がありますので、下記まで相談してくだ
さい。

問：福祉支援課　℡82－1800

介護予防安心住まい推進事業

地震に強いまちづくりを推進することを目的に、町
内に存する木造住宅の耐震診断の実施および耐震改
修、または耐震シェルターを設置する方を対象に補助
金を交付します。
【京丹波町木造住宅耐震診断士派遣事業】
●支援内容
・「京都府木造住宅耐震診断士」を市町村が派遣して
耐震診断などを行う。
・交通費相当分の3千円の負担が必要。
※京都府木造住宅耐震診断士名簿に登載されている診
断士が実施するもの。
●対象住宅
・昭和56年5月31日以前に着工したもの。
・木造住宅で、延べ床面積の2分の1以上を住宅として
使用しているもの。
・自己診断の結果、倒壊などの危険性が高いもの。
【京丹波町木造住宅耐震改修等事業費補助】
●補助内容
・木造住宅の耐震改修設計、耐震改修工事および耐
震シェルター設置に要する費用の一部を、木造住宅
が所在する市町村が補助。

（耐震改修）
・耐震診断結果が1.0未満のものを改修後1.0以上に
向上させるもの。
・当分の間「改修後0.7以上に向上させるもの（1階を
除く部分の評点を低下させずに、1階部分の評点を
0.7以上に向上させるものを含む）」も対象。（ただ
し、改修後の評点1.0以上を条件としている「耐震改
修促進税制（所得税、固定資産税）による減税」や
「地震保険料の割引」は受けることができません。）  
・改修設計および改修工事に要する費用の4／5（最
高100万円）を補助。 

（簡易耐震改修）
・耐震診断結果が1.0未満のものを屋根を軽量化する
ことなど簡易な改修の方法により耐震性を向上さ
せるもの。
・改修設計および改修工事に要する費用の4／5（最
高40万円）を補助。

（耐震シェルター設置）
・住宅が倒壊しても居室内の安全性を確保するもの。 
・耐震シェルターの設置に要する費用の3／4（最高
30万円）を補助。 
注※補助対象となる耐震シェルターが定められています
ので、お問い合わせください。

●対象木造住宅
・昭和56年5月31日以前に着工したもの。 
・延べ面積の2分の1以上を住宅として使用している
もの。

問：土木建築課　℡82－3806

新婚世帯支援事業

婚姻に伴う経済的不安を軽減することにより、本町
の移住促進や少子化対策を図ることを目的に、住宅購
入や賃借、引越に要する費用を予算の範囲内で補助
します。
●補助対象世帯
夫婦の双方又は一方が京丹波町内に住所を有する
新婚世帯で、申請年度中に婚姻届を提出し、次のす
べてに該当するもの。
（１）世帯所得（夫婦所得の合算額）が、500万円未

満であること。
（２）夫婦の双方が、府税及び町税を滞納していない

こと。
（３）夫婦の双方が、同種の補助等を受けていない

こと。
（４）夫婦の双方が、町暴力団排除条例による暴力

団員等でないこと。
●補助対象経費
婚姻に伴う町内に居住するための費用であって、次
のいずれかに該当するもの。
（１）新規の住宅購入費用
（２）住宅賃借料、共益費及び仲介手数料
（３）引越業者又は運送業者へ支払う引越費用
●補助金額
補助対象経費の実支出額と次に掲げる補助基準額
を比較し、いずれか少ない方の額。
（１）夫婦の双方が39歳以下の者かつ夫婦の双方又

は一方が京都府外からの移住者であり、世帯
所得が500万円未満である世帯 60万円

（２）前号に該当せず、夫婦の双方又は一方が京都
府外からの移住者である世帯  36万円

（３）前各号のいずれにも該当せず、夫婦の双方が
39歳以下の者であり、世帯所得が400万円未
満である世帯 30万円

（４）前各号のいずれにも該当しない世帯　18万円
●申請方法
関係書類を添えて交付申請兼実績報告書を提出く
ださい。なお、令和6年2月29日（木）、もしくは予算
額に達した時点で申請受付は終了とします。

問：企画情報課　℡82－3801
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京丹波町ホームタウンデー!!

ホームページは
こちら

現在お持ちの受給者証の継続申請受付を行いま
す。継続申請をされる方は、次の期間内に手続きを
行ってください。
●継続申請受付期間　6月1日（木）～7月31日（月）
●場所　府南丹保健所（南丹市園部町）
●時間　土・日、祝日を除く午前9時～正午

および午後1時～5時
※詳細は対象者に継続案内を郵送します。（５月末頃）

問：府南丹保健所　保健課
℡ 0771－62－2979

特定医療費（指定難病）医療受給者証を
お持ちの方へ

●日時　4月1日（土）～令和6年3月31日(日)
●場所　実施医療機関については、案内または

ホームページをご覧ください。
●内容　
予防接種法に基づき、高齢者肺炎球菌予防接種
を、公費（一部個人負担）で実施しています。
対象の年齢に該当される方には、予診票と説明書な
どを送付していますので、内容を確認のうえ、肺炎球
菌の予防接種を医療機関にお申し込みください。

※個人負担金：4,000円
　生活保護世帯または、町民税非課税世帯の方で予
防接種の対象となる方は、自己負担無料の予診票を
お渡しします。瑞穂保健福祉センター（健康推進課）
窓口にてお伝えください。
●対象
令和5年度に対象となる方は、過去に高齢者肺炎
球菌予防接種を接種したことのない方で、年度内
に65・70・75・80・85・90・95・100歳になる方と、
60歳から65歳未満の方で、「心臓、腎臓もしくは呼
吸器の機能または、ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫の機能に障害を有する方」が対象です。

令和5年度の対象となる方の生年月日
 65歳 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日
 70歳 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日
 75歳 昭和23年4月2日～昭和24年4月1日
 80歳 昭和18年4月2日～昭和19年4月1日
 85歳 昭和13年4月2日～昭和14年4月1日
 90歳 昭和   8年4月2日～昭和  9年4月1日
 95歳 昭和  3年4月2日～昭和  4年4月1日
 100歳 大正12年4月2日～大正13年4月1日

※上記の生年月日の方であれば、まだ上記の年齢に達し
ていなくても期間内は接種を受けられます。

問：健康推進課　℡86-1800

高齢者肺炎球菌予防接種

認知症とその対応方法、介護などについて、ご自身
やご家族などの相談、交流の場です。
●日時　６月15日（木）　午後1時30分～3時30分
●場所　役場
※無料
問・申込：京丹波町地域包括支援センター

℡82－0001

「認知症の人と家族の交流会」開催

認知症の予防に役立つゲームを行います。どなたで
も参加できます。
●日　時　6月6日、20日（いずれも火曜日）

午前10時～11時30分
●場　所　役場内
●利用料　１回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

スリーエー教室の開催について

椅子に座って行う体操教室です。どなたでも参加い
ただけます。
●日時・場所
6月5日、19日（いずれも月曜日）
午前10時～11時30分　瑞穂保健福祉センター
6月13日、２7日（いずれも火曜日）
午前10時～11時30分　京丹波町役場　
6月２6日（月曜日）
午前10時～11時30分　和知ふれあいセンター　

●利用料　１回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

体操教室の開催について
京丹波町は京都サンガF.C.のホームタウンです。6

月24日(土)、サンガスタジアム by KYOCERA で「京
丹波町ホームタウンデー」を開催します。町民のみな
さんはサンガの試合に優待価格で観戦できます。
ぜひ、スタジアムで“プロの迫力”を体感し、“感動”

を共有しましょう。
●対象試合
　日時　6月24日（土）　午後7時キックオフ

vs横浜FC
　場所　サンガスタジアム by KYOCERA （亀岡市）
●優待
　対象　京丹波町に在住の方

　定員　定員なし
※チケット完売時は申込受付を終了させていただきます。

2,970円
（通常3,300円）
1,080円

（通常1,200円）
2,520円

（通常2,800円）
900円

（通常1,000円）
2,340円

（通常2,600円）
810円

（通常900円）

大人

小中高生

大人

小中高生

大人

小中高生

バック上層指定席

ホーム指定席

南上層自由席

席種 券種 価格

●申込期間
6月10日(土)(一般販売開始日)午前11時から6月
24日（土）試合当日後半キックオフまで。

※詳しくは、京都サンガのホーム
　ページをご確認ください。

問：京都サンガF.C
ホームタウン推進課
℡0774－55－7603

スポーツ事業
　教室
●レディーススポーツデー
日　時　6月7日、14日、21日、28日(各水曜日)

午前9時30分～11時30分
場　所　体育館
対象者　18歳以上の女性
参加料　300円
内　容　健康体操、軽スポーツ　
申　込　当日受付

文化・スポーツ
丹波自然運動公園からのお知らせ

●グラウンド・ゴルフのつどい
日　時　6月2日（月例大会）

9日、16日、23日、30日（各金曜日）
午前9時～11時45分

場　所　球技場　※雨天時、中止の場合あり
対象者　どなたでも
参加料　300円
内　容　グラウンド・ゴルフを楽しむ　
申　込　当日受付
※月例大会が雨で中止の場合は翌週に変更

●テニス教室１期（夜間）
日　時　6月5日～7月24日の毎週月曜日（全8回）

午後7時～9時
場　所　テニスコート（雨天時体育館）
対象者　18歳以上（初心者・初級者対象）
参加料　7,000円
定　員　20人　
申　込　教室実施日まで

3B体操を主として音楽に合わせて、3つの道具
（ボール、ベル、ベルタ―）を使って、楽しく身体を動か
します。
●日時　5月25日、6月1日、15日、22日

（いずれも木曜日）
時間はいずれも午後1時30分～3時

●場所　健康管理センター
●対象　町内在住、在勤の40歳以上
※要予約

問：健康推進課　℡86－1800

リフレッシュ体操教室

●日時　6月７日（水）
午前10時～11時45分、午後1時～3時30分

●場所　役場

問：健康推進課　℡86－1800

献血にご協力ください

優待価格購入
専用サイトはこちら
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試験・求人

伝統芸能常設館からのご案内 丹波自然運動公園からのお知らせ

　教室
●エンジョイテニス（夜間）
日　時　6月5日、19日(各月曜日)　午後6時～9時
場　所　テニスコート
対象者　18歳以上
参加料　500円　
申　込　当日受付
※悪天候の場合、中止になる場合あり

●太極拳教室
日　時　6月9日（金）　午後2時～4時
場　所　体育館
対象者　どなたでも
参加料　500円
内　容　太極拳の基礎を学ぶ
申　込　当日受付

●ヨガ教室
日　時　6月23日（金）　午後2時～4時
場　所　体育館
対象者　どなたでも
参加料　700円
内　容　ヨガの基礎を学ぶ
申　込　当日受付

　大会
●第27回　ゲートボール大会
日　時　5月30日（火）　午前９時～
場　所　陸上競技場
対象者　どなたでも
参加料　3,000円（1チーム）
定　員　32チーム
申　込　5月23日（火）まで

●第11回　障がい者スポーツ交流大会
日　時　6月13日（火）　午後1時～
場　所　体育館
対象者　障がいのある方、介護者および家族
参加料　無料
内　容　卓球バレー、フライングディスク、ボッチャ競技
申　込　6月6日まで

●第70回　グラウンド・ゴルフ大会
日　時　7月7日（金）　午前９時～
場　所　陸上競技場・補助競技場
対象者　どなたでも
参加料　2,000円（お弁当・お茶付）
定　員　288名
申　込　6月7日　午前9時より受付（FAX、メール、はがき）

　自然文化事業
●天文教室
日　時　6月24日（土）

午後7時30分～午後9時30分
場　所　丹波天文館（公園内）

対象者　小学生以上（小・中学生は保護者同伴）
参加料　300円
定　員　15人程度
内　容　月・夏の星座などを観望　
申　込　前日までに予約

●ガーデニング教室
日　時　7月2日（日）　午後2時～
場　所　公園旧宿泊所　会議室（予定）
対象者　どなたでも
参加料　3,000円
定　員　30人
申　込　6月28日まで

　イベント
●さつき・山野草展
日　時　5月26日（金）～5月28日（日）

午前9時～午後5時
※最終日は午後4時まで

場　所　京都トレーニングセンター入口ロビー
対象者　小学生以上（小・中学生は保護者同伴）
入場料　無料
内　容　愛好家の方々による作品を展示

●あっぱれたんぼ田植えイベント
日　時　6月4日（日）　午前8時30分～12時まで
場　所　南駐車場および近隣敷地
参加料　未定
内　容　田んぼをキャンバスに、さまざまな稲を

使った田んぼアートの田植えを行う
●AWESOME PARTY
日　時　6月11日（日）　午前10時～午後3時
場　所　こどもの広場（予定）
入場料　無料
内　容　手作り品などの販売、キッチンカーなど

による飲食販売
●いとまrché（イトマルシェ）
日　時　6月15日（木）　午前11時～午後4時
場　所　正門横駐車場
入場料　無料
内　容　平日マルシェ。手作り品などの販売、

キッチンカーなどによる飲食販売
●世界のあおぞら0丁目
日　時　6月17日（土）・18日（日）

午前10時～午後3時ごろ
場　所　こどもの広場
内　容　大型トランポリン　ほか

申込：住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望の
事業名を記入のうえ、下記まで。

※当日受付の事業は申込み不要

　問：丹波自然運動公園
℡0771－82－1045
℻0771－82－0480
E-mail : kouen@
kyoto-tanbapark.or.jp 丹波自然運動公園の

ホームページはこちら

道の駅「和」道路情報センター「伝統芸能常設館」の
定期公演・発表会および展示コーナーについてご案内
します。
　定期公演・発表会
●5月27日（土）　開演　午後1時30分
【伝統芸能】和知人形浄瑠璃会
【文化サークル】雅美会

なみすい～京丹波吹奏楽団～
●6月24日（土）　開演　午後1時30分
【伝統芸能】和知人形浄瑠璃会

和知太鼓保存会
【文化サークル】苑の会

なみすい～京丹波吹奏楽団～
　展示コーナー
●5月　林　正武　写真展
●6月　墨書会
問：道の駅「和」　℡84－1008

国家公務員採用一般職試験
（高卒者試験）

●申込受付期間　６月19日（月）～28日（水）
※インターネットよりお申し込みください。

●第1次試験日　9月3日（日）

●試験地　大阪市ほか
受験資格等の詳細は、人事院ホームページ「国家公務
員試験採用情報NAVI」へ

問：人事院近畿事務局　試験第二係
℡06－4796－2191

自衛隊各種採用試験に関するご案内

採用説明会

幹部候補生
（大卒程度）
（院卒者）

幹部自衛官の養成。
入隊後約1年で3等陸・海・空尉に
任官。

募集種目 概　要
第2回

6月15日（木）
（飛行要員除く）

受付締切

第2回
6月24日（土）

医科・歯科幹部 医師又は歯科医師の資格を
有する方を対象とした制度。

第１回
6月8日（木）

第1回
6月23日（金）

自衛官候補生 所要の教育を経て３カ月後に
2等陸・海・空士に任官。 年中受付 受付時にお知らせ

試験期日

平　日
土・日・祝

午前10時～正午　午後1時～3時　午後3時～5時
事前予約制　※平日営業時間内での事前予約をお願いします。

日　程 時　間

亀岡募集案内所

場　所

問・受付：
防衛省自衛隊京都地方協力本部
亀岡募集案内所
亀岡市古世町西内坪34－26
℡0771－24－4170 
京都地方協力本部ホームページ
「自衛隊 京都」で検索

内　容　自衛官の仕事と生活および採用種目についての説明。
対　象　学生・一般・保護者の方等どなたでも参加可。
その他　新型コロナウイルス感染拡大防止などを行った

うえで実施。
検温のご協力をお願いする場合があります。
37.5℃以上の方は、参加をご遠慮いただいています。 京都地方協力本部

ホームページはこちら
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詳しい内容は求人者欄の担当まで
掲載申込先：商工観光課　℡82－3809

●山城農産株式会社　丹波農場
　（質美野田1番地4）
　℡0774-32-4671／総務部
職　　種　ドライバー兼鴨の飼育スタッフ

（鴨舎の敷料取替、清掃、飼育、出荷準
備、他付随業務）

賃　　金　200,000円～400,000円
試用期間：時給1,000円

就労日数　①土日祝休み②シフト制　月21日勤務
就労時間　①午前5時～午後２時　または

②午前8時～午後５時
●ヤマナカヒューテック㈱
　（下山わらび59番地）
　本社（京都市）℡075-721-5555／担当：安岡
職　　種　製造スタッフ
賃　　金　200,000円～／月（22歳の場合）
就労日数　月～金　完全週休2日　年間休日125日
就労時間　午前9時～午後5時30分

●瑞穂　並河歯科
　（大朴世戸垣内１３番地）
　℡0771-86-1376／並河
職　　種　診療補助・清掃など（40歳以下）
賃　　金　時給1,100円以上

町の雇用対策の一環として、町内事業所などから
情報提供のあったものを掲載しています。求人

●くらしの困りごと相談（人権・行政など）
日時　６月７日（水）　午後1時～3時
場所　瑞穂保健福祉センター

※就労に向けてさまざまな問題を抱え、生活に困窮され
ている方の相談も受け付けています。

　問・予約：京丹波町社会福祉協議会　丹波支所
℡82－0126

くらしの困りごと相談（法律・人権・行政など）

消費生活専門相談員による
消費生活相談

電話による相談のほか、面談相談（要予約）もでき
ます。メールでの相談は受付けていません。
●相談事例
商品の契約に係るトラブル、クーリングオフの方
法、販売業者とのトラブル、借金問題など

●6月の相談日
1日(木）、7日（水）、8日(木）、14日（水）、15日（木）、
21日（水）、22日（木）、28日（水）、29日（木）

●相談受付時間　午前9時30分～午後4時
●相談場所　　   住民課
●相談電話番号　℡82－3803

南丹市の相談窓口も利用できます
●相　談　日　月曜日・火曜日・金曜日
●受 付 時 間　午前9時～午後4時
●相談電話番号　℡0771－68－0100

（南丹市商工課内）

～消費者ホットライン188番（局番なし）～
いやや！

司法書士による登記・法律・多重債務相談

●日　時　6月3日、6月17日（いずれも土曜日）
午後1時～4時

●場　所　道の駅 丹波マーケス コミュニティホール
●内　容　登記・法律・多重債務の相談
※無料、要予約

　問：京都司法書士会　総合相談センター
℡075－255－2566

就労日数　火・木・土曜（相談可）
就労時間　午前９時～午後７時30分

（パート可・高校生パート可）
●株式会社京都環境保全公社
　瑞穂環境保全センター
　（猪鼻冠石2番地１）
　℡075-622-8080／担当：渡邉、小鈎
職　　種　重機オペレーター（1人）および

排水処理施設設備管理（1人）
賃　　金　月給173,000円～258,500円
就労日数　週５日
就労時間　午前８時30分～午後５時30分

●丹波ワインハウス
　（豊田千原83番地）
　℡0771-82-2003／担当：木戸
職　　種　販売スタッフおよびホ－ルスタッフ
賃　　金　時給1,000円～
就労日数　週1日から可　土日祝
就労時間　1日3時間以内可

シフト制（実働3～6時間：随時相談）
午前9時～午後5時の間で変動

税金に関する相談に税理士が応じます。相談は、完全
予約制で1人あたり30分まで。パソコンによるウェブ会
議システムを活用した税務相談（非対面型）です。
●日時場所
　6月1日（木）　亀岡商工会議所（ガレリアかめおか内）
　８日（木）　園部納税協会1階　会議室
　15日（木）　亀岡商工会議所（ガレリアかめおか内）
　22日（木）　園部納税協会1階　会議室

※時間はいずれも　午後1時30分～4時30分
※要予約。相談日の前週木曜日の午前中まで。
※近畿税理士会（園部支部会員）が相談に応じます。

問・予約：園部納税協会　℡0771－62－0039

無料税務相談

●日　　時　7月14日（金）
午前9時45分～10時40分

●場　　所　役場
●内　　容　整形外科医療相談・補装具相談
●申込期限　7月7日(金)
※要予約
※身体障害者手帳をお持ちでない方も相談を受けていた
だけますが、手帳の申請のための診断はできません。

問・申込：福祉支援課　℡82－1800

女性のための相談

女性が元気でイキイキと毎日が過ごせるよう、女
性の専門相談員による「女性のための相談」を実施
します。夫婦や親子、親戚、地域や職場などの人間関
係、育児や教育、老後のこと、夫や恋人からの暴力や
暴言、そのほか自分がつらいと思っていることなど、
ひとりで悩まないで気軽に相談してください。相談
は無料で、秘密は守られます。
●6月の相談日　6月16日（金）
①午後0時30分～1時20分
②午後1時30分～2時20分
③午後2時30分～3時20分

※要予約
※詳細は予約時にお伝えします。

問・予約：住民課　℡82－3803

京都府家庭支援総合センターによる
身体障害者巡回更生相談

不登校やひきこもり傾向にある方とその家族に、個
別で相談できる機会を提供し、社会的自立を支援する
相談会です。
●対 象 者　不登校やひきこもり状態にある方とその家族
●相談日時　6月23日（金）　午後1時～5時
●相談場所　瑞穂保健福祉センター１階　相談室
※要予約

問・予約：地域活動支援センターさんぽ
℡86－0062

「チーム絆」による不登校・ひきこもり相談

●日　時　6月7日（水）　午前9時30分～正午
●場　所　京丹波町中央公民館２階　第２会議室
●内　容　相続、遺言、各種契約、農地転用、許認可申

請手続きなどの相談
※相談無料、予約不要

　問：京都府行政書士会　℡075－692－2500

行政書士による無料相談会

虐待防止相談窓口

相談窓口：子育て支援課　℡82－1394
京都府家庭支援総合センター
℡075－531－9900

こころの健康相談

眠れない、イライラしている、「うつ」かな？
人間関係で悩んでいる、仕事がうまくいかない、誰に相

談してよいかわからない、誰かに聞いてほしい　など・・。
本人または家族、職場の同僚、どなたでも、どんなことで
も、お気軽にご相談ください。
●日時　5月25日、6月8日、6月22日（いずれも木曜日）

①午前9時30分～10時30分
②午前10時30分～11時30分
③午前11時30分～午後0時30分

●場所　瑞穂保健福祉センター
●対象　住民・関係者など
※電話相談可。
※要予約。
※もみじヶ丘病院精神保健福祉士が相談に応じます。

　問・予約：健康推進課　℡86－1800
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子育て
子育て世帯住宅リフォーム支援事業補助金交付制度

京丹波町子育て支援センターからのお知らせ

［子育て支援ルーム開放日］
●京丹波町子育て支援センター
日　　時　火・木・金曜日

午前9時30分～午後2時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター

●たんばこども園
日　　時　6月7日（水）

午前9時30分～午後2時30分
場　　所　たんばこども園 

●わちこども園
日　　時　6月8日（木）、22日（木）

午前9時30分～午後2時30分
場　　所　わちこども園

●みずほこども園
日　　時　6月16日（金）

午前9時30分～午後2時30分
場　　所　山村開発センターみずほ

［のびのびこそだて］
●食べることは生きること～ママと子どもの食育講座～
日　　時　6月9日（金）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 費　無料
申込締切　10組（定員になり次第締切）

［にこにこひろば］
●親子でのびのび体操①
日　　時　6月28日（水）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 費　無料
申込締切　15組（定員になり次第締切）

●にこにこひろば　七夕飾りを作ろう
日　　時　6月30日（金）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 費　無料
申込締切　15組（定員になり次第締切）

［おひさまひろば・きらきらひろば］
●おひさまひろば(2歳児対象親子通所事業)
日　　時　６月6日(火)、13日(火)、27日(火)

　午前9時30分～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター

●きらきらひろば(0、1歳児対象親子通所事業)
日　　時　6月14日(水)

　午前９時30分～11時30分(2部制)
場　　所　京丹波町子育て支援センター

※京丹波町子育て支援センターの開放日、事業の日程は
「子育てるんるんカレンダー」にて随時更新中。 
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、事業が
中止になることがあります。

　問：京丹波町子育て支援センター
℡090－1892－2774

 

きこえと補聴器の相談会

社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会によ
る相談会です。
●相談内容
きこえの相談…福祉機器・福祉制度などの相談
補聴器の相談…補聴器の調整・修理・電池交換・

購入・試聴などの相談　
聴力測定…予備検査程度の簡単な聴力測定

●開催日時・会場
5月24日（水）　午後1時～3時　アスエルそのべ
6月28日（水）　午後1時～3時　役場

●対象
京丹波町、南丹市や近隣にお住まいの難聴者・中途
失聴者、その家族など。障害者手帳は無いが、きこ
えにくい方や補聴器を必要とされている方。

●相談料
無料　※補聴器修理費用・電池代などは実費負担。

※きこえの相談、聴力測定は、要予約。
※障害者手帳、補聴器をお持ちの方は持参してください。
※言語聴覚士による相談を希望の方は、下記まで。

　問・予約：ふない聴覚言語障害センター
℡0771－63－6447
℻0771－63－6448

「人権擁護委員の日」特設相談所

全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法が施
行された日（昭和24年6月1日）を記念して、毎年6月1
日を「人権擁護委員の日」と定め、人権への理解を深
めてもらうための啓発活動を全国各地で実施してい
ます。

※時間はいずれも午後1時～4時。

　問：京都地方法務局園部支局
園部人権擁護委員協議会 ℡0771－62－0208

開設日

6月1日（木）

6月1日（木）

6月2日（金）

場所

京丹波町中央公民館

京都府園部総合庁舎

南丹市八木市民センター

子育てのための住宅リフォーム工事を行う世帯に
対して補助金を交付します。必ず工事着工前に交付申
請をしてください。
●募集締切　9月29日（金）
※予算に達した時点で募集終了となります。

●補助対象者
京丹波町に住所があり、次のすべてに該当する人。
（１）子どもが３人以上おられる世帯、または新たに

三世代同居・近居になる世帯の世帯員であっ
て、町内に建てられた住宅の所有者。（または、
所有者に準じる人）

（２）住宅リフォーム工事を町内の業者に依頼して
行う人。

（３）町税等の滞納のない世帯に属している人。（三
世代同居・近居による申請の場合は、その三世
代の世帯員に滞納がないこと）

（４）子どもの親権者の年収の合算額が750万円未
満の人。

※「子ども」とは、18歳に達する日以後の最初の3月31
日までの間にある者で、妊娠中の子も含みます。

※三世代同居・近居（直線距離2km以内もしくは町内
に居住）の場合は、新たに住所変更を伴う方が対象
です。

※交付申請時に京丹波町に住所のない人は、年度内に
転入することが条件となります。

●補助対象工事
次のすべてに該当する住宅リフォーム工事
※新築工事、他制度の対象となる工事は対象外です。
（１）対象者が自ら居住する住宅の工事で、子育ての

ため、または三世代同居・近居のために必要と
認められる工事。

※外構工事、雨漏修繕、設備機器のみの設置などは対
象になりません。

（２）対象となる工事の費用が１０万円以上の工事。
（３）交付申請をする年度の３月１日までに完了する

工事。
●補助金の交付額
補助対象工事費の2分の1（限度額100万円）＊千円

未満の端数切捨

問：子育て支援課　℡82－1394

あずかり会員養成講習会

京丹波町ファミリー・サポート・センターは、子育て
の応援をしてほしい「おねがい会員」と子育てを応援
したい「あずかり会員」を繋ぎ、地域で子育てを助け合
う活動を行っています。
主な活動として、お子さんの送迎や自宅での預かり

などがあります。子どもが大好き、子育ての経験を活
かしたい、地域で子育てをお手伝いしたい方は、講習
会を受講してあずかり会員（有償ボランティア）として
活動してみませんか？
●内　　容
子どもの安全と病気の世話、救急時対策と応急処
置、京丹波町の現状と子育て支援、子どもの権利
（人権）について、子どもの発達に応じた関わり方、
子どもの社会性と遊び、子どもの食生活
●日　　時　7月6日（木）、7月7日（金）

午前9時～午後4時
●場　　所　京丹波町健康管理センター
●申込方法　6月30日（金）までに電話または来所に

てお申し込みください。受付後に詳細を
お知らせします。

※託児を行います。ご希望の方は申込時にお伝えください。

　問：京丹波町社会福祉協議会（地域福祉課）
℡82－0126

さまざまな事情により家庭で生活できないお子さ
んを、家庭的な環境で育ててくださる里親さんを募
集しています。
オンライン相談会も開催していますので、関心の

ある方は、京都府家庭支援総合センターへご相談く
ださい。
〈オンライン相談会（Zoom）〉
●開催日時　毎月第3金曜日
●相談時間　午後1時～4時（1件あたり30分程度）
●申込期限　各回の1週間前
●予 約 先　ksc-soudan@pref.kyoto.lg.jp
※予約・問い合わせは、下記または上記宛にメールで①希
望の時間帯②名前③住所④電話番号を添えて申込みく
ださい。相談会前日までにZoomのID・パスワードをお
送りします。電話での問合せも可能です。

問：京都府家庭支援総合センター
℡075－531－9650

里親になりませんか

子育てるんるん
カレンダー
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【催しのご案内】
◆新緑の山野草展 6月3日(土)～11日(日）
◆野の花めぐり 6月４日(日)　10時30分～
◆山野草展示即売 6月17日(土)～25日(日)
◆夏の山野草展 6月29日(木)～7月2日(日）
【園内見ごろ情報】
アジサイ・イブキジャコウソウ・オカトラノオ・スイレ
ン・ナンテンハギ・ホタルブクロ・ササユリ・ウツボグ
サ・ヤマボウシなど　
【山野草の紹介】ウツボグサ
シソ科の日当たりのよい山地など
に普通に見られる植物です。草丈
は低いですが松ぼっくりに似た大
きめの紫色の花を咲かせます。　
開園時間：午前9時～午後5時（入園は午後4時まで）
休 園 日：毎週火曜日

（火曜日が祝日の場合は営業、翌水曜日が休
園。ゴールデンウィークは無休です。）

入 園 料：大人310円、子ども210円
※山野草苗・花苗の販売、寄せ植え・苔玉
などの体験教室などもできます
（体験教室は要予約）。
※管理棟および温室までは無料。

　問：わち山野草の森　℡84-2041

自然との共生を感じる森
わち山野草の森情報コーナー

黒豆ロックフェスティバル
リターンズ

こどもの居場所づくり学習会

高校生給付型奨学金
第2次申請を受け付けます

お子さまのことで気になることなどがありました
ら、お気軽に健康推進課までお問い合わせください。
●すくすく相談（作業療法士）
６月14日（水）午後　6月２8日（水）午後
●たんぽぽ相談（臨床心理士）
6月16日（金）午前・午後　6月20日（火）午前

●いちご相談（言語聴覚士）　6月6日（火）午前・午後
●思春期相談（公認心理師）　6月14日（水）午後
※要予約。無料

問：健康推進課　℡86－1800

発達相談

日（Sun） 月（Mon） 火（Tue） 水（Wed） 木（Thu） 金（Fri） 土（Sat）

【注】「○○○セ」は「○○○センター」の略

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、予定される事業が延期または中止となる場合があります。
　当日参加の事業については、参加される前にお問い合わせください。 問：健康推進課　℡86－1800
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6月の健康カレンダー

妊婦・乳幼児相談
午前10時～
子育て支援セ

乳児前期健診
午後0時45分～
瑞穂保健福祉セ

ベビーマッサージ教室
（要予約）
午前10時～
子育て支援セ

1歳6カ月健診
午後0時45分～
瑞穂保健福祉セ

2歳児健診
午後0時45分～
瑞穂保健福祉セ

離乳食教室（前期）
（要予約）
午前9時45分～
瑞穂保健福祉セ

わち山野草の森
情報コーナー

道路に面した住宅の敷地内に植えられた庭木や生
垣または個人が所有する山林の樹木や竹の枝葉など
が、境界を越えて道路上にはみ出していると、歩行者
や自動車の通行に支障をきたしたり、道路標識やカー
ブミラーを覆うことにより、交通事故発生のおそれが
あります。
道路上にはみ出した樹木などの枝葉により交通事

故が誘発された場合は、樹木の所有者に賠償責任が
問われることがあります。
※民法第717条　土地の工作物等の占用者及び所有者
の責任
※道路法第43条　道路に関する禁止行為
所有されている道路沿いの樹木などで、道路の通

行に支障をきたすことが予想される場合は、事前に伐
採をお願いします。
なお、緊急の場合は、道路通行の支障となる樹木

や竹の枝葉などを予告なく伐採・撤去することがあ
ります。

問：土木建築課　℡82－3806

道路上に張り出している樹木などの
伐採について（お願い）

4年ぶりに黒豆ロックが帰ってくる！
食べて、笑って、時々泣いて、お腹もココロも大満足

のイベントです。
●日時　5月28日（日）

午前10時15分  開場　午前10時30分  開演
●場所　グリーンランドみずほ
●チケット
　・町内優待ペアチケット
　　4,000円（500円フードチケット付）
　・中学生以下は無料
　・一般チケット
　　【前売り】4,000円　【当日】4,500円

問：黒豆ロックフェスティバル実行委員会
E-mail　528@96beans.net

●対象
　町内在住で、次の全てに該当する子
・令和5年度町民税（令和4年中の所得に係るもの）
または令和4年度町民税が非課税の世帯
・母子（父子）世帯（20歳以上65歳未満の同居者が
いない家庭）、児童世帯、障がい者世帯、長期療養
者世帯のいずれか
・高等学校（高等専門学校などを含む）に在籍
●金額
（入学支度金）国公立全日制63,000円

私立全日制178,000円
※その他は申請窓口でご確認ください。

●入学支度金支給日　7月31日(月)を予定
●提出書類
①申請書等（申請窓口に配架）
②世帯員全員分（被扶養者を除く）の令和5年度（ま
たは令和４年度）町・府民税課税証明書
（京丹波町役場税務課及び各支所で発行）
③母子（父子）世帯等の事実が確認できる書類（写）
④在学証明書
※印鑑および振込口座の通帳を持参ください。

●注意事項
・同居者の状況によって対象とならない場合があり
ます。
・他の奨学金制度と支給調整をするので、新２、３年
生は支給額が０円になる可能性があります。

●申請方法
6月1日（木）から7月3日（月）までに福祉支援課、瑞
穂支所、和知支所のいずれかへ申請してください。

問：南丹保健所福祉課　℡0771－62－0361
福祉支援課　℡82－1800

京丹波町母子寡婦福祉会では、町内にお住まいの
ひとり親家庭、または学習支援が必要な小学４年生か
ら６年生を対象に学習会を開催します。先生が丁寧に
ご指導くださいます。
母子寡婦福祉会の会員・非会員は問いません。

●時　間　午前10時～11時30分
●場　所　京丹波町中央公民館
●参加費　無料
●持ち物　筆記用具、宿題や教材、飲み物

問・申込：福祉支援課　℡82－1800

学習会開催日

6月10日（土）

6月24日（土）

申込期日

6月2日（金）

6月16日（金）
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FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2023

 人　口 12,858 （－18）
 男 6,132 （－11）
 女 6,726 （－7）
 世帯数 6,131 （－5）
5月1日現在／（    ）は前月比

KYOTAMBA TOWN ALBUM 2023

＊寄付者の了解を得ている方のみ掲載しています。
 

ふるさと応援寄付金

募金の受付状況（令和5年4月30日現在）

［令和5年3月］ 6,062千円/435件

［令和４年度累計］ 221,877,998円/12,985件

3月の寄付者　＊敬称略

宮田　陽一 木内　瑞己 渡辺　眞
岩橋　陽介 松原　絵里子

わたしたちの町

FLASH

編集後記
ゲロゲロゲロと、夜には蛙の声が聞
こえるようになりました。夜道に車
を走らせていると、ライトに照らさ
れて、蛙が道路を横断する姿をよく
見かけます。ギャーっと思いながら
も蛙に気をとられないように、まっ
すぐ前を見て走行しています。

赤ちゃん紹介コーナー 

足立　茉希ちゃん
（勝実・萌）

院内区／R5.2.27生

あ   だち　　　ま     き

豊田　紬愛ちゃん
（大輔・愛菜）

下山区／R5.3.8生

とよ   だ　　　   ゆ    あ

災
害
時
に
物
資
供
給

●ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
と
協
定

本
町
は
４
月
20
日
、ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
と

「
災
害
救
助
物
資
の
調
達
に
関
す
る
協

定
」を
結
び
、同
社
の
飯
塚
正
代
表
取

締
役
社
長
と
畠
中
源
一
町
長
が
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

同
社
は
、災
害
発
生
時
に
自
治
体
と

協
力
し
、地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

機
能
を
果
た
す
こ
と
を
め
ざ
し
、各
市

町
村
で
締
結
を
す
す
め
て
お
り
、本
町

は
93
箇
所
目
。今
回
の
協
定
で
は
、災

害
時
、本
町
の
要
請
を
受
け
て
同
社
が

備
蓄
す
る
水
缶
や
土
の
う
袋
、ブ
ル
ー

シ
ー
ト
な
ど
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

飯
塚
代
表
取
締
役
社
長
は
「
少
し

で
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、行
政
と
連
携
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

国
道
を
う
つ
く
し
く

●ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド
丹
波

国
道
の
清
掃
美
化
活
動
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・ロ
ー
ド
丹
波
」が
４
月
22
日
に

行
わ
れ
、丹
波
自
然
運
動
公
園
付
近
か

ら
京
都
縦
貫
道
丹
波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
ま
で
の
国
道
９
号
周
辺
の
草

引
き
や
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ロ
ー
ド
丹
波
」は
、

住
民
、町
お
よ
び
国
土
交
通
省
が
協

力
し
て
道
路
の
清
掃
、緑
化
な
ど
を

行
う
活
動
で
、毎
年
３
回
、国
道
９
号

の
草
引
き
や
ご
み
拾
い
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

「
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
・・・
」

を
考
え
る
会

運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の
こ

と
を
考
え
る
会
が
４
月
15
日
に
役
場

で
、京
丹
波
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
行
わ
れ
、約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

町
内
に
は
、運
転
が
で
き
な
い
人
の

移
動
を
地
域
で
支
え
合
う
２
組
の
団

体
（
竹
野
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
北
久

保
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
）が
あ
り
、そ

の
代
表
ら
が
実
践
報
告
を
行
い
ま
し

新
入
団
員
迎
え
気
持
ち
新
た
に

●京
丹
波
町
消
防
団
入
退
団
式

京
丹
波
町
消
防
団
の
入
退
団
お
よ
び
役
員
任
命
式
が
４

月
１
日
、役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。12
人
の
新
入
団
員
を
迎

え
、6
9
3
人
と
な
っ
た
町
消
防
団
が
防
災
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

式
で
は
、新
入
団
員
を
代
表
し
て
平
井
幹
十
郎
さ
ん（
丹

波
支
団
）が
「
良
心
に
従
い
忠
実
に
消
防
義
務
を
遂
行
し

ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

署名した締結書を持つ飯塚代表取締役（左）
と畠中町長（右）

新入団員を代表して宣誓を行う平井さん

将来移動に困らないためになにができるかアイデアを
出し合う参加者ら

今を味わう　目の前を楽しむ
三笠書房「こころが楽になるほっとする言葉」より

今月のほっとする言葉

トルコ・シリア地震救援金 72,940円

ウクライナ人道危機救援金 175,368円

新
１
年
生
に
安
全
を

●交
通
安
全
グ
ッ
ズ
贈
呈

南
丹
船
井
地
域
の
新
小
学
１
年
生

に
、交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、

南
丹
警
察
署
と
南
丹
船
井
交
通
安
全

協
会
か
ら
、交
通
安
全
グ
ッ
ズ
の
登
校

旗
と
傘
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
30
日
に
南
丹
警
察
署
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、京
丹
波
町
教
育
委
員
会

の
松
本
和
久
教
育
長
と
南
丹
市
教
育

委
員
会
の
山
内
紀
子
教
育
次
長
が
受

け
取
り
、各
小
学
校
に
届
け
ま
し
た
。

（左から）南丹警察署 赤名肇署長、松本教育長、
南丹市教育委員会 山内紀子教育次長、南丹船井交通安全協会 戸嶋賢一会長

こ
の
日
は
、強
風
に
見
舞
わ
れ
る
な

か
約
１
０
０
人
が
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。初
め
て
参
加
し
た
女
子
児
童
は

「
お
父
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
。

大
人
の
人
は
、こ

の
活
動
を
続
け
て

い
て
、良
い
活
動

だ
な
と
思
う
」と

話
し
な
が
ら
、親

子
で
車
道
付
近

の
除
草
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

た
。ま
た
、参
加
者
同
士
で
運
転
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
暮

ら
し
て
い
け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
話
し

合
う
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
声
に
は
「
一
緒
に
住
む
家

族
に
は
遠
慮
し
て
し
ま
う
の
で
、外
出

支
援
が
あ
る
と
助
か
る
」、「
自
分
が
免

許
証
を
返
納
す
る
と
き
に
、移
動
に
困

ら
な
い
町
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
」な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

親子で除草作業

安全に気を付けて車道付近を清掃する参加者ら

ま
つ 

も
と  

か
ず  

ひ
さ 

や
ま  

う
ち 

の
り   

こ 

い
い  

づ
か 

た
だ
し 

ひ
ら   

い  

か
ん
じ
ゅ
う 

ろ
う

　S.U.

※３月末までの募金額167,725円は日本赤十字社に募金しました。
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町内の小・中学校、こども園で入学式および
入園式行われました。
4月6日には町内3つのこども園で49人、4月

11日には5つの小学校で82人、4月12日には3
つの中学校で74人が門をくぐりました。

どきどきわくわく

入学式・入園式
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